
知的障害者入所更生施設 
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チャレンジめいとくの里 

 

多機能型福祉サービス事業所 

ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ めいとく 

前
者
は
、
食
べ
物
が
乏
し
い

私
の
幼
い
時
代
の
記
憶
で
あ

り
、
後
者
は
、
国
が
「共
に
生
き

る
新
た
な
結
び
合
う
共
生
社
会

（平
成
十
五
年)

」、
「ふ
れ
あ
い
の

町
づ
く
り
」を
提
唱
す
る
時
代
の

記
憶
と
い
え
ま
す
。 

 

新
し
い
時
代
を
迎
え
る 

め
い
と
く
の
里 

 

め
い
と
く
の
里
は
開
設
し
て

五
年
を
経
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
国
の
制
度
は
、
「措
置
制
度
」

か
ら
「支
援
費
制
度
」（平
成
十

五
年
）、
「障
害
者
自
立
支
援
法

制
定
」
（
十
七
年
）
、
経
過
措
置

（
十
八
年
）
、
特
別
処
置
（
十
九

年
）、
緊
急
処
置
（二
十
年
）、
そ

し
て
抜
本
的
見
直
し
（二
十
一
年 

 

 

二
つ
の
時
代
の
記
憶 

 
 

 

私
の
一
番
古
い
記
憶
は
、

二

歳

頃(

昭
和

二
十

年

頃)

、
縁
側
で
蜂
蜜
を
な
め

た
こ
と
、
そ
の
後
、
椋
鳥
を

食
べ
た
こ
と
、
乳
母
車
に
乗

せ
ら
れ
て
行
っ
た
芋
の
収
穫

が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。 

五
十
数
年
後
、
明
徳
の
地

で
生
活
し
始
め
た
五
年
前

(

平
成
十
七
年)

の
強
い
記

憶
は
、
地
域
の
人
た
ち
が
親

戚
同
士
の
よ
う
に
お
互
い
を

名
前
で
呼
び
合
っ
て
お
ら
れ

る
こ
と
で
し
た
。
み
ん
な
で

協
力
す
る
市
道
整
備
作
業

も
新
鮮
で
し
た
。
自
然
な
信

頼
感
の
あ
る
絆
を
感
じ
ま
し

た
。
非
日
常
的
な
出
来
事
は

長
期
記
憶
と
し
て
残
り
ま

す
。 

三
月
）で
は
、
第
百
七
十
一
国
会

に
法
案
提
出
す
る
も
審
議
未

了
、
さ
ら
に
政
権
交
代
で

「
障
が
い
者
総
合
福
祉
法

(

仮
称)

」
と
猫
の
目
の
よ
う

な
制
度
改
革
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
め
い
と
く
の
里
は
、

ご
利
用
者
様
本
位
の
「
安

心
」
「
安
全
」
「
安
ら
ぎ
」
の
生

活
を
着
実
に
追
求
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら

は
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

「
ハ
イ
テ
ク
め
い
と
く
温
泉

(

？)

」
も
実
現
い
た
し
ま

す
。 明

徳
町
の
明
徳
と
は
、
四

書
五
経
「
礼
記
」
に
あ
る
「
天

地
自
然
の
法
則
や
先
人
の

教
え
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
」
で
、
明
治
七
年(

一
八

七
四
年)

に
原
口
村
と
糸
山

村
が
合
併
し
て
命
名
さ
れ

た
地
名
で
す
。
ま
さ
に
時
代

の
変
遷
に
も
か
か
わ
ら
ず
一

三
六
年
の
永
き
に
わ
た
り

土(

天
地
自
然)

と
つ
な
が

り
、
日
本
国
民
の
持
つ
特
性

で
あ
る
相
互
扶
助
精
神
と

い
う
先
人
の
教
え
を
引
き 

 
 

 継
い
で
い
る
風
土
と
思
い
ま

す
。 「

福

祉

」
は

、
戦

後

「W
elfare

」
の
訳
語
と
し
て

「
福
：
さ
い
わ
い
」
と
「
祉
：

神
の
下
さ
れ
も
の
」
を
あ
わ

せ
て
つ
く
ら
れ
た
言
葉
と
い 

わ
れ
て
い
ま
す
。
「
め
い
と
く

の
里
」
は
、
ま
だ
わ
ず
か
の
歴

史
で
す
が
、
明
徳
の
地
名
に

ふ
さ
わ
し
い
、
そ
し
て
新
し
い

時
代
に
継
承
で
き
る
社
会
福

祉
法
人
と
し
て
、
地
域
の
皆

様
の
福
祉
の
拠
点
に
な
れ
る

よ
う
に
初
心
を
忘
れ
ず
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
参
り
ま
す
。
ご
指

導
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

 

 

め
い
と
く
福
祉
相
談
室 

 
 

地
域
交
流
の
一
つ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
熊

本
市
北
部
地
区
に
は
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「
お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
」
が
あ
り
、
明
徳
会
の
秋

祭
り
「
め
い
と
く
フ
ェ
ス
タ
」
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

に
出
演
し
て
頂
い
た
り
、
芋
ほ
り
や
栗
拾
い
、

明
徳
会
ご
利
用
の
皆
様
と
の
交
流
な
ど
実
施

し
て
い
ま
す
。
小
学
校
高
学
年
の
皆
様
は
月

一
回
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
た
め
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

来
て
く
れ
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
と
は
交
流

を
通
し
て
施
設
の
こ
と
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
も
出
来
て
い
ま
す
。
今
後
も

地
域
の
皆
様
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
社
会

資
源
の
一
つ
と
し
て
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

【
寄
贈
】ご
家
族
様
よ
り 

 
 

 

洗
剤 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 

コ
ー
ヒ
ー 

 
 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 

明
徳
会
で
は
様
々
な
場
面
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

●
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

日
中
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
方 

●
フ
ィ
ー
バ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

 
 

デ
ィ
ス
コ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
と
に
か
く
ご
利

用
者
様
と
一
緒
に
盛
り
上
が
っ
て
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
方
、
そ
の
他
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
歓
迎
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
、
参
加
し
て
み
た
い
方
は
左

記
の
連
絡
先
ま
で
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
９
６-

２
１
５-

９
１
０
１ 

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ:m

eito
ku

n
o
sato

@
yaho

o
.co.jp

 

担
当:

今
冨
、
溝
下 

 
 

明
徳
会
の 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も 

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

h
ttp://

w
w
w
.m

eitokukai.jp
 

 

ブ
ロ
グ
も
や
っ
て
ま
す
★ 

(

毎
日
更
新
中) 

『め
い
と
く
日
和
』 

h
ttp://

am
eb

lo.jp/
m

eito
ku

kai/
 

 

世界に一つだけの 

雛壇と仲間たち 

当施設では、2 名のご利用者さまが還暦を迎えられまし

た。そこで、還暦を迎えられたご利用者さま代表として上

田敏美氏にお話しを伺いました。 

私は、59 歳で母と自立とい

うことで、めいとくの里に入所

しました。入所する前に還暦

の祝いはしてもらいました。で

もめいとくの職員さんはみん

な優しくて 61 歳でめいとくで

還暦のお祝いをしていただき

ました。 

私は、治療のため月 2 回国

立病院に入院してますけど、

本当にめいとくに入所できて

幸せです。ありがとうございま        

す。 

上田敏美さん 

みんなからの贈り物 施設長と記念撮影☆ 

※本人の了承を得て 

名前を掲載しています。 

 

以
前
、
現
場
実
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で

「
め
い
と
く
の
里
」に
来
る
機
会
が
あ
り
、
縁
あ
っ

て
こ
ち
ら
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の

ご
利
用
者
様
と
関
わ
り
を
深
め
、
「
め
い
と
く
の

里
」
の
一
員
と
し
て
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

私
事
で
す
が
、
二
月
二
十
七
日

に
結
婚
・
入
籍
致
し
ま
し
た
。
新
し

い
家
族
を
作
る
と
い
う
事
で
、
今
ま

で
と
は
違
う
視
点
や
価
値
観
を
持

つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
今
後
の
支

援
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
の
で
改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

施
設
長 

 

松
村 

忠
彦 

森田（旧姓 保）洋子 



 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

私
た
ち
き
ら
り
グ
ル
ー
プ
の
一
泊
旅

行
は
、
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
の
３
県
を
巡

る
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

な
旅
行
と
な
り
ま
し
た
！ 

一
日
目
は
ま
ず
、
福
岡
の
ホ
ー
ク
ス
タ

ウ
ン
に
て
昼
食
。
都
市
高
か
ら
眺
め
る
ロ
ボ

ッ
ト
の
よ
う
な
ビ
ル
の
街
・
・
・
ワ
ク
ワ
ク
す

る
旅
の
幕
開
け
！
！
続
い
て
向
か
っ
た
の

は
佐
賀
県
唐
津
市
。
今
回
は
こ
の
地
に
あ

る
玄
界
灘
が
一
望
で
き
る
豪
華
な
ホ
テ
ル

に
泊
ま
り
ま
し
た
。
夕
食
に
は
も
ち
ろ
ん

イ
カ
刺
し
を
は
じ
め
と
し
た
海
の
幸
が
盛

り
沢
山
！
１
日
目
が
終
わ
る
前
に
燃
え
尽

き
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
程
。 

 
 

 
 

 
 

 

二
日
目
は
長
崎
西
海
パ
ー
ル
シ
ー
リ
ゾ

ー
ト
へ
。
長
崎
と
い
え
ば
あ
の
唄
が
思
い
浮

か
び
ま
す
が
・
・
・
そ
う
、
こ
の
日
も
長
崎
は

雨
で
し
た
・
・
・
。
海
き
ら
ら
を
観
覧
し
た

後
は
佐
世
保
和
泉
屋
に
て
昼
食
と
お
土

産
タ
イ
ム
。
皆
さ
ん
旅
行
前
は
「
あ
れ
を

買
お
う
、
こ
れ
を
買
お
う
」
と
思
い
を
廻

ら
せ
て
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
カ
ス
テ
ラ

で
す
よ
ね
！
そ
ん
な
長
崎
マ
ジ
ッ
ク
に
惑

わ
さ
れ
な
が
ら
も
、
遊
ん
で
・
食
べ
て
・
歌
っ

て
・
買
っ
て
の
２
日
間
、
皆
さ
ん
燃
え
尽
き

る
ま
で
楽
し
ま
れ
ま
し
た
☆ (

中
島)

 
 

 

 

 

 
 

２月 14 日のバレンタインが間近ということで「わかばグルー

プ」では２月１１日（木）の調理でバレンタイン定番のチョコトリ

ュフを作りました。簡単そうに作れて意外と手間が掛かるトリ

ュフにみなさん悪戦苦闘されていました。切る作業･混ぜる

作業･使った食器を洗う作業とそれぞれが積極的に取り組ん

まれていました。いつもとは違う一面を見れたような気がしま

す。完成したトリュフを食べたみなさんはチョコと一緒に表情

まで溶けてるような良い表情をされていました。（森塚） 

 

 ２月２３日(火)に、ひまわりグループが竹炭を納入している「楽し

い株式会社」さんとの共催で、《竹炭作業体験見学会》が開催さ

れました。福岡県から二名、熊本県内から二名、「楽しい株式会

社」の社員の方三名が来園され、竹炭作業を体験されました。 

 午前中は、窯から炭を取り出した後、窯へ箸を詰める作業に取

り組まれました。昼食時は、当施設の様子をアラカルトで編集し

たＤＶＤを御覧いただき、「とても楽しそうな生活ですね」という感

想をいただきました。午後は、窯への火付けを体験されました。

見学会の日程が終了した後も、地域交流スペースでわかばグル

ープのご利用者様が雛人形を並べる様子を御覧になり、最後に

は飛び入りで一緒に記念撮影をされるなど、すっかり御満喫され

たようでした。また、お待ちしております。(田尻佳) 

 

イカのお造り登場！ 

おいしいよ☆ 

魚がたくさんいました 

お土産バッチリ！！ 

行ってきます！ 

YAHOO ドーム到着 

ここ数年天候に恵まれなかった駅伝大会に、心地よい日差しが

降り注いでいました。当施設からは 7 名の参加者がおられ、この日

の為に一生懸命に練習してこられていました。多い方で 2.2ｋｍもの

距離をそれぞれのスピードで走っている間は苦しそうでしたが、走り

終わってからの皆さんの表情はとても清々しいものでした。 

 また来年！次は職員だけでのチームも作ってみたらどうだろうかと

今から話をしています。                     (村上) 

お疲れさまでした！！ 

開会式 

頑張れ！ファイト！ よし！行くぞぉ～ 

２月２６日（金）チャレンジメイトは、社会福祉法人「青いりんご

の会」が運営されているレストランへ昼食外出に出掛けてき

ました。「パパスママス」では、障がいをお持ちの方がパン作

りや販売、接客などいきいきと働かれています。店内は、テ

ーブル席と 2 回には和室の部屋がありとても家庭的な雰囲

気を感じることのできる場所でした。さっそく、日替わりパスタ

ランチを注文し、待つこと数分。出来立てのパスタがでてき

て皆さんおいしそうに食べられていました。ちなみに、私は、

ほうれん草の麺のパスタランチを注文し、パン(自家製)、サラ

ダ、コーヒー、デザートが付いて 500 円とお手頃でした。帰り

には、併設するパン屋さんに立ち寄り、作業場を見学させて

頂きました。作業場の片付けなど頑張っている姿を見て皆さ

ん何か感じるものがあったようです。園に戻り再び軽作業を

行いましたが、いつも以上に頑張られていました。利用者の

方にとっても職員にとっても勉強になる一日を過ごすことが

できました。次回の外出も楽しみです。       （田尻ひ） 

２月 4 日（木）あおぞらグループで水辺プラザに「バイキン

グ」、温泉に出掛けました。バイキングでは、好きなものを

次々と取りに行かれ、おいしそうに食べられていました。特に

カレーライス、から揚げはご利用者様の大好物なので、「あ

っ」という間になくなり、とても美味しかったようです。温泉で

は、いつもとは違うお風呂でのんびりと入ることができ、入っ

た後も部屋でのんびりしながらみかんを食べ、ゆっくり過ごさ

れていました。帰りのバスの中では、とても疲れた様子でみ

なさんぐっすり寝ておられました。また楽しい外出に行きたい

ですね！(田渕) 

おいしそうなチョコトリュフ とろけるようなおいしさです 温泉気持ちよかったよ～！ みかんを食べてリラックス 

  
窯から炭を取り出しています 皆さん窯の様子に興味津々 


